
 

 

 １．組織再編、役員 選出ルールの見直し等 

事例１－１  

取組名 プロジェクトチームによる町会再編等の検討 

町会名 渚本村町会（田川地区） 

町会 

データ 

・人 口／993 人 

・世帯数／481 世帯 

・高齢化率／21.3％ 

・町会加入数／318 世帯 

・隣組数／11 

取組概要 

○ 町会運営の諸課題について検討するため、

「町会再編検討プロジェクトチーム」を設置 

○ チームによる検討結果を踏まえ、隣組を再

編したほか、役員の輪番制を導入 

背景・課題 

・ 近年、町会内に新たなマンションが建設され、

50 年ほど前は約 50 世帯だった町会加入数は、現

在 300 世帯を超えている。マンション世帯の一部

は町会に加入しているが、町会役員は、これまで

マンション以外の世帯が務めてきている。 

・ 町会活動への住民の関心はあまり高くなく、役

員選出には毎年苦心していた。 

経過・取組内容 

・ 町会活動の持続や役員選出の負担軽減のため、

町会長の発案により、隣組を６ブロックに分けた

長などで組織した町会再編検討プロジェクトチー

ム（以下「ＰＪチーム」）を作り、Ｒ６年５月

「これからの渚本村町会について真剣に考える会」

を開催し、以後月１回のペースで組織再編の検討

を重ねた。 

・ 会の開催に当たり、次のとおり検討事項として

提起した。 

① 町会の分割（分会の設置） 

② 隣組の再編 

③ 役員の輪番制 

④ 行事のあり方 

⑤ 町会費の値上げ 

⑥ 災害時等有事の対応 

⑦ ＳＮＳの活用 

・ 同年11月、検討事項の内、隣組の再編と役員の

輪番制について次のとおり検討案をまとめた。 

① Ｒ７年度は、業務の効率化や組長等の負担軽

減のため、30以上あった隣組を 11に整理。 

② 役員選出については、２年ごとに各組から代

表者１人を選出し、町会長をはじめ11の役をそ

れぞれに割り振るとともに、輪番で回していく

こととした。（Ｒ８年度から実施予定） 

・ なお、組織再編の検討を機に、新旧役員（34 人）

でＬＩＮＥグループを作り、一斉連絡も可能にし

ている。 

成果・今後の展望等 

・ ＰＪチームを組織し、町会内の諸課題を集中的

に議論したことで、隣組の再編や役員選出ルール

の見直しなど、抜本的な運営改善を図る基礎がで

きた。 

・ 他の検討課題

については、今

後検討を進めて

いく。 

・ 町会長を始め

とする現役員は

任期終了後もア

ドバイザーとし

て残り、引き続

き運営をサポー

トしていく予

定。 

 

 

 

【ポイント】 

▼ プロジェクトチームを立上げ、町会運営の

改善に向けて真剣に議論 

「真剣に考える会」の資料 
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